
15 

 

第３章 調査項目 

 

３．１ 環境影響要因の把握 

 

「第２章 都市計画対象事業の目的及び概要」において示した事業内容に基づき、環境に影響を及ぼ

すおそれのある要因を抽出した。 

工事中における環境に影響を及ぼすおそれのある要因としては、建設機械の稼働、資材運搬等の車

両の走行、造成等の工事が挙げられ、供用時における環境に影響を及ぼすおそれのある要因としては、

造成地の存在、施設の存在、施設の稼働、自動車交通の発生が挙げられる。 

本事業の実施に伴う環境影響要因を表 3-1に示す。 

 

表 3-1 本事業の実施に伴う環境影響要因 

影響を及ぼす時期 影響要因の区分 環境影響要因 

工事中 工 事 建設機械の稼働 

資材運搬等の車両の走行 

造成等の工事 

供用時 存在・供用 造成地の存在 

施設の存在 

施設の稼働 

自動車交通の発生 

 

 

３．２ 環境影響評価項目 

 

環境影響評価項目は、対象事業の特性と周囲の自然的、社会的状況を勘案し、「埼玉県環境影響評価

技術指針」に示す「工業団地・流通業務施設」の環境影響要因と調査・予測・評価の項目との関連表

に準拠して選定した。 

本事業においては、表 3-2 に示すとおり、大気質、騒音・低周波音、振動、悪臭、水質、水象、動

物、植物、生態系、景観、自然とのふれあいの場、史跡・文化財、日照阻害、電波障害、廃棄物等、

温室効果ガス等の 16項目を選定した。 

本事業における環境影響評価項目として選定した理由または選定しない理由も表 3-2 に示した。 

 

  


